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今月の表紙
冬の気配が近づいてきた九重 “ 夢 ” 大吊
橋の様子です。11 月には感謝祭が開催
され多くの方で賑わっていました。

（感謝祭の様子は次号で紹介します）

特集「岐部笙
せ い ほ う

芳さん人間国宝認定」 
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部
さ
ん
の
姿
を
み
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
が

徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
師
匠
の
本
田
聖
流
さ
ん
の
下
で

約
２
年
間
量
産
の
仕
事
を
習
い
、
そ
の
後
独

立
し
ま
し
た
。

　

岐
部
さ
ん
の
作
品
は
二
〇
〇
四
年
の
西
部

工
芸
展
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
契
機

に
数
々
の
賞
を
受
賞
。
二
〇
〇
七
年
以
降
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
海
外
の
フ
ァ
ン
を
獲
得

し
て
い
き
、
二
〇
〇
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
個

展
を
開
き
ま
し
た
。

　

岐
部
さ
ん
に
よ
る
と
こ
の
頃
か
ら「
向
か
い

風
が
追
い
風
に
変
わ
っ
て
き
た
」
と
手
ご
た
え

を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
四
年
に
は
技
術
と
作
品
の
芸

術
性
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
、
紫
綬
褒
章
を
受

章
。
今
回
の「
人
間
国
宝
」の
認
定
に
際
し
て

も
、
そ
れ
ら
技
術
の
継
承
に
力
を
入
れ
て
い

る
点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
部
さ
ん
は
「
竹
工
芸
は
す
ぐ
に
成
果
出

ず
経
済
的
に
も
厳
し
い
。
し
か
し
そ
れ
を
乗

り
越
え
、
作
品
を
作
り
続
け
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
が
思
い
も
し
な
か
っ
た
出
会
い
や

交
流
が
生
ま
れ
た
。
苦
し
い
時
期
に
周
囲
の

人
に
支
え
て
も
ら
え
た
こ
と
も
運
が
よ
か
っ

た
」と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
今
ま
で
と
は

違
う
造
形
、
遊
び
心
の
入
っ
て
い
る
作
品
を

作
っ
て
み
た
い
。
竹
工
芸
を
始
め
て
40
周
年
に

な
る
の
で
個
展
を
開
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
竹
工
芸
は
恋
人
で
す
ね
。
苦
し
い
時
で

も
や
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
笑
顔
で
そ
う
語

る
の
は
九
重
町
南
山
田
の
竹
工
芸
家
、
岐
部

笙せ
い
ほ
う芳
さ
ん
。

　

７
月
の
文
化
審
議
会
答
申
で
岐
部
さ
ん
は

重
要
文
化
財
の
保
持
者（
人
間
国
宝
）
に
認

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
最
初
に
人
間
国
宝
と
聞
い
た
と
き
は
頭

が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
自
分
で

い
い
の
か
と
不
安
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
。

現
在
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
慣
れ
て
き
た

け
ど
、
や
は
り
重
圧
の
方
が
大
き
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

岐
部
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
約
17
年
間
、
会

社
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
宅

の
杉
を
間
伐
し
て
い
た
際
に
骨
折
。
ち
ょ
う

ど
転
職
を
考
え
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ

り
、
偶
然
再
会
し
た
中
学
校
時
代
の
教
頭
先

生
に「
も
の
づ
く
り
は
ど
う
か
」と
助
言
さ
れ

た
こ
と
が
転
機
で
し
た
。

　

家
族
や
友
人
に
は
「
や
め
た
ほ
う
が
い
い
」

と
反
対
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
岐
部
さ
ん
は

別
府
市
の
職
業
訓
練
校
に
通
い
、
も
の
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
始
め
ま
し
た
。

　

学
校
に
通
っ
て
い
る
間
は
自
立
し
た
と
き

に
稼
い
で
い
け
る
の
か
ず
っ
と
不
安
が
付
き
ま

と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
が
む
し
ゃ
ら
に
続
け
、
そ
ん
な
岐

岐
部
笙せ

い
ほ
う芳
さ
ん
人
間
国
宝
認
定

盛
もりかご
籃「流

りゅうこう
光」 花

はなかご
籃「雲

うんかい
海」 花

はなかご
籃「残

ざんしょう
照」

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号 22



まちの話題

  10
  26 ココワンフェス 2024

日野町長（左上）と初代ワンバサダーに就任した５匹のワンちゃん達

　ペットと一緒に楽しく旅行ができるように、ペットツーリ
ズムの促進を目指した「ココワンフェス２０２４」が九州災
害時動物救援センターで開催されました。
　２回目の開催となった今回は、ペット防災をテーマにし
た対談・質問会やペットとの避難を想定した防災ゲーム
が行われました。
　また初代「ここのえワンバサダー」の就任式が行われ、
応募の中から審査で選ばれた３組５匹のワンちゃん達が
ペットツーリズムの推進に活躍していくこととなりました。

こども達に囲まれる土井誠生さん（中央）

　10 月 24 日ここのえみつばこども園にてここのえ緑
陽中学校の職場体験学習のインタビューを行いました。
　インタビューを引き受けてくれた土

ど い
井誠

せ い は
生さんは積極

的にこども達と触れ合っており、こども達からも大人気
となっていました。
　土井さんは「大人数を一人で相手をするのが大変
だったけど、子供と遊べて楽しかった」と語っていました。

予約の本の処理をしている宝珠山晴生さん（左）

　10 月 25日九重町図書館での職場体験学習のイン
タビューを行いました。
　宝

ほうしゅやま
珠山晴

は る な
生さんは予約の本の貸し出しやおすすめ

の本を並べたり、返却ボックスの確認をしたりなどの体
験をしていました。
　宝珠山さんは「本の寄贈書を借りられるように修理
するのが難しかった」と感想を述べていました。

  10
  12 ツール・ド・九州開催

迫力あるレースを間近に感じることも魅力のひとつ

　１０月１２日、自転車の国際ロードレース「ツール・ド・九州」
の大分ステージが開催されました。
　この日は別府市をスタートし、由布市、九重町を経由して
日田市までを結ぶコースで行われました。
　九重町では、コース沿いとなる長者原園地周辺にイベント
会場が設けられ、ステージイベントやレースの生中継が行わ
れました。
　選手の通過時刻が近づくと、沿道に多くの観客が集まり、
高速で通過していく選手達の迫力に歓声があがっていました。

10
         職場体験で将来の仕事をイメージ24・25

　10 月 24 日・25 日ここのえ緑陽中学校の 3 年生 76 名が町内外の事業所で職場体験学習を行いました。緑陽中学
校では毎年、将来の仕事をイメージしやすくするために職場体験学習を行っています。

（ここのえ緑陽中3 年 小川 琴
こ と み

弓さんが記事を担当しました）

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号33



まちの話題
  10
  30 有害鳥獣被害の防止へ連携

平井大分西部森林管理署長（左）、日野町長（中央）、田
た ぶ き

吹誠
せいしん

進さん（右）

　１０月３０日、大分西部森林管理署と九重町、大分県猟
友会玖珠支部の九重４分会との間でシカ・イノシシ被害対
策協定書の調印式が行われました。この協定により国有林
を含む広域でのシカ・イノシシの捕獲に一体的に取り組むこ
とができるようになり、効果的に有害鳥獣被害の防止を図
ることができるようになります。また、国や自治体、猟友会
との間で、これまで以上に情報交換を行うことにより、捕獲
技術の向上を図ることができるようになります。関係機関が
一体となり、今後も鳥獣被害の防止に取り組んでいきます。

  10
  28 グランドチャンピオン獲得！

日野町長（左）と岡嶋建一郎さん（右）

　10月に開催された、第85回大分県畜産共進会乳用
牛の部において、岡

おかじま
嶋建

けんいちろう
一郎さんがグランドチャンピオ

ンを獲得されました。この日は岡嶋さんが町長室を訪れ、
日野町長に結果報告を行いました。
　今回グランドチャンピオンを獲得した牛については 11
月に熊本市で開催される第 8 回九州連合ホルスタイン
共進会に出品が決定しています。
　日野町長から「ぜひ九州のチャンピオンを獲っていただ
きたい」と激励のことばが贈られました。

  11
  7 九重寿大学親睦会

８つの部会対抗でボッチャ大会が行われた

　１１月７日、九重寿大学の親睦会が九重文化センターで
開催されました。
　開会式では運営委員長の原田榮

え い き
喜さんが「今日一日大

いに楽しんでください」とあいさつし、準備運動の後に部
会対抗のボッチャ大会が開催されました。
　ボッチャ大会では好プレーには拍手が沸き起こるなど盛り
上がりをみせ、トーナメントを勝ち上がった園芸部会が優勝
しました。
　昼食後にはビンゴ大会が行われ、参加者同士の親睦を
深めていました。

  11
  3 南山田げんき祭り

餅つき体験をする子どもたち

　第１１回南山田げんき祭り及び第４０回南山田公民館祭
りが開催されました。
　会場では、小花の会や放課後児童クラブによる飲食
店の出店や野菜販売、抽選会などが行われました。
　体育館内では、淮園小学校児童による淮園太鼓の披
露や南山田小学校児童によるダンスなどのステージイベ
ントで来場者を楽しませていました。
　当日は晴天に恵まれ、地元の方々や連休中に帰省し
た家族連れなどで賑わっていました。

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号 44



11
  9 非常呼集訓練及び秋の防火パレード

防火パレードに出発していく消防車

　九重町消防団が非常呼集訓練、秋の防火パレードを11 月
9日に実施しました。非常呼集訓練とは、火災発生の放送を
合図に出動し、管轄地区の消防団で放水の中継を行う訓練で、
今年度は飯田地区消防団を対象にやまなみ牧場にて行いまし
た。秋の防火パレードは「令和６年秋季全国火災予防運動」
が 9日から15日までの 7日間、火災が多くなるこの時期に実
施され、毎年、各管轄地区を消防車で巡回し、火災予防の広
報を行っています。今回のパレードには、南山田少年消防クラ
ブも参加し、元気に火の用心のアナウンスを行っていました。

11
  8 少林寺拳法全国大会出場！

（左から）惠藤幸太郎さん、日野町長、小幡巧さん

　東飯田小学校 4 年生の惠
え と う

藤幸
こ う た ろ う

太郎さんと3 年生の小
お

幡
ばた

巧
たくみ

さんが少林寺拳法全国大会の出場報告に町長室を
訪れました。
　６月に行われた大分県大会小学生団体の部に、玖珠道
院に所属する８名で出場し、最優秀賞を獲得しました。
　2 人を代表して惠藤さんは「全国大会頑張ってきま
す」と決意を述べました。惠藤さん、小幡さんが出場す
る「2024 年少林寺拳法全国大会 in ふじのくに」は１１月
１６日から静岡県で開催されています。

11
  10 野矢校区防災避難訓練

簡易トイレの組み立て訓練の様子

　野矢小学校区内の9 つの行政区で豪雨災害を想定し
た避難訓練を行いました。
　今年で 7 回目の実施となり、防災無線の訓練放送を
合図に各集会所へ緊急避難を行い、行政区長が確認を
行いました。その後、今年は簡易トイレの組み立て訓練や
スウェーデントーチを使った火起こし訓練を行いました。
　避難訓練終了後は、各区長や管轄の消防団が集まり、
総括会議で良かった点、改善点など、命を守る行動に
ついての話し合いを行いました。

11
  10 第38回のがみ文化祭

お楽しみ抽選会の様子

　１１月１０日、第38回のがみ文化祭が野上公民館で開
催されました。
　ステージイベントでは、野上地区のサークルによる舞
踊や歌、演奏など日頃の活動の成果を披露していました。
公民館内の作品展では、こども園や小・中学生、一般
の方の書道、絵画、俳句の展示が行われました。その
他餅つきや模擬店、キッチンカー等の出店があったほか、
こども広場も設けられ、工作を楽しむ子どもたちの姿が
見られました。

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号55



まちの話題

  11
  10 東飯田地区つーだら・だった祭り

下
しもだん

旦子ども祇園ばやしの披露も行われた

　第１０回東飯田地区つーだら・だった祭りが東飯田地区体
育館で開催されました。
　ステージでは主に東飯田地区で活動する団体による芸能
発表が行われたほか、東飯田芸術文化展も同時に開催さ
れ、写真や絵画などの芸術作品の展示も行われました。
　抽選会では、番号が発表されるたび、会場内から一喜
一憂する声が上がり、大盛り上がりとなりました。
　なお、午後から開催予定だった体育部門については、雨
天のため中止となっています。

  11
  10 東飯田キッズマルシェ

子どもたちが運営する店舗が設けられた

　東飯田キッズマルシェが東飯田地区グラウンドで開催
されました。子どもたちが主体的に考え、運営する店舗
が出店され、ワークショップ、ハンドメイド、フード販売
などの店舗が並びました。
　お店を訪れたお客様に対して、商品の準備や料金の
授受など一生懸命に接客する子どもたちの様子がみられ
ました。この取組は東飯田地区の小学生、未就学児が
店舗運営を行い、「社会を知る」ことを目的として実施し
ています。

  11
  17 第41回飯田高原文化祭

ソーラン節を披露した飯田こども園４・５歳児たち

　１１月１７日、第 41 回飯田高原文化祭が飯田地区体育
館で開催されました。
　ステージでは飯田こども園の園児たちによる発表や飯田
小学校児童による歌と合奏の披露、舞踊や詩吟など飯田
地区で活動する方々の発表がありました。また会場内では
バザーの出店や、書道や絵画、俳句などの芸術作品の展
示も行われ、訪れた方の目を引き付けていました。
　閉会式の後には餅まきがおこなわれ、訪れた地域の方々
で賑わいを見せていました。

  11
 15 １０００本桜の山を目指して

清水武則さん（左）に指導を受け植樹する生徒たち

　5 年間で 1000 本の桜を植樹するプロジェクト「花咲
かじいじ in 九重」に、ここのえ緑陽中学校の 3 年生 77
名が参加しました。植樹会場は飯田地区北方のくじゅう
連山を一望できる場所にあり、実行委員長の清水武

たけのり
則

さんは「将来九重町を離れたとしても、この景色を覚え
ておいてほしい」と生徒たちに呼びかけました。生徒たち
は慣れない作業に戸惑いながらも、地域のボランティア
の方の助けを借りて、無事植樹をすることができました。
　植樹を体験した衞

え と う
藤聖

きよひと
仁さんは「成長した自分の姿を

桜に見せに来たい」と話していました。

※ねんきんネットはインターネットを通じてご自身の年金の情報を手軽に確認できるサービスです。

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号 66



　マイナンバーカードの申請及び交付についての
時間外窓口を下記の日程で開設します。事前にご
予約のうえ、ぜひご利用ください。
★予約方法　
開設日の前開庁日（土日祝日除く）の午前８時３０分～午後５
時までに、住民課（☎７６‐３８０２）まで電話でご予約ください。

　役場職員が各行政区や事業所、団体に出向いて写
真撮影とマイナンバーカードの申請受付を行います。

●お問い合わせ 
　   住民課　☎０９７３－７６－３８０２

●お問い合わせ 
情報デジタル推進課　☎０９７３－７６－３８７４

マイナンバーカード
時間外窓口のお知らせ（要予約）

マイナンバーカード出張申請受付中

★開設予定日

平
　
日

休
　
日

１月　７日（火）
１月２３日（木）
２月　４日（火）
２月２０日（木）
３月　４日（火）

午後５時～
   午後７時

午前９時～
       正午

１月１１日（土）
１月２６日（日）
２月　８日（土）
２月２３日（日）
３月　８日（土）
３月２３日（日）

① 代表者の方が役場（情報デジタル推進課）に電話
で申込みを行います

② 後日役場（住民課）から事前に準備していただくも
のをご案内します

③ 当日、指定場所に職員が訪問し、申請受付を行い
ます

④ 後日、郵送または役場への来庁により受取りがで
きます

●申込条件
① 町内の地域団体（行政区やサロン等）や事業所で、

申請予定者が５名以上いること※５名未満の場合
は要相談

②会場および机・椅子等の準備ができること
③申請者は九重町に住民登録をしていること
　 ※その他詳細については情報デジタル推進課までお問

い合わせください

申請の流れと申込条件

　１　マイナンバーカードと、マイナンバーカード交付の際に設定したパスワードを用意する。
　２　マイナポータルの利用者登録手続を行う。
　３　マイナポータル画面から「年金の手続をする」を選択し申請を行う。

　・スマートフォンから 24 時間 365 日申請ができます。
　・処理状況・申請結果をいつでも確認できます。

　マイナポータルとねんきんネットを繋げると、年金記録の確認や、将来の年金見込額の試算ができるなど、もっと便利
に使えます！ ※ねんきんネットはインターネットを通じてご自身の年金の情報を手軽に確認できるサービスです。

！ 上記以外の手続きについては、従来通り書類での申請が必要となります。

　●国民年金第 1号被保険者加入の届出（退職後の厚生年金からの変更等）
　●国民年金保険料免除・納付猶予の申請
　●国民年金保険料学生納付特例の申請
　●国民年金付加保険料納付申出（辞退）の申出
　●国民年金付加保険料該当（非該当）の届出
　●国民年金保険料の産前産後免除の届出

電子申請の対象となる手続

電子申請をするには

電子申請のメリット

詳細は日本年金機構ホームページへ　→　https://www.nenkin.go.jp

国民年金広場
国民年金手続きの電子申請ができます

●お問い合わせ　　　　　住民課　☎０９７３－７６－３８０２　
日田年金事務所　☎０９７３－２２－６１７４
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「本人通知制度」を利用しませんか？
●お問い合わせ　住民課　☎０９７３－７６－３８０２

◆本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍謄抄本などを、本人の代理人や第三者に交付した時に、本人に対して交付の事実を通知する
制度です。この制度は、第三者による不正請求を抑止し、個人の権利の侵害を防止することを目的としています。通
知を希望される人は、事前の登録申し込みが必要です。

九重町に住民登録または本籍がある人 ( 除籍された人など、九重町の戸籍に記載されている人を含みます )
※同一世帯、同一戸籍であっても個人単位の申し込みとなります。

・住民票の写し ( 除票・改製原住民票を含む )
・住民票記載事項証明書 ( 除票を含む )
・戸籍 ( 除籍・改製原戸籍を含む )
・戸籍の附票 ( 除附票・改製原附票を含む )

・証明書を交付した年月日
・証明書の種別・枚数
・交付請求者 ( 代理人・代理人以外 ) の区別
※交付請求した代理人および代理人以外の氏名・住所は通知できません。

・九重町役場住民課、九重町隣保館、九重文化センター、各地区公民館

・九重町本人通知制度事前登録申込書
　各受付場所で配付しているほか、九重町役場ホームページからもダウンロードできます。
・本人確認書類
　窓口に来る人のマイナンバーカード（個人番号カード）、運転免許証、パスポート、在留カードなど。
　未成年者は、親権者が申し込むことができますが、関係の分かる戸籍が必要です。
　（本籍が九重町の場合、省略可）

【登録できる人】

オンライン申請が可能になりました。
申請用URLはこちら！

【通知する内容】

【通知の対象となる証明書】

【受付場所】

●登録に必要なもの
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償却資産を所有している方へ
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

　固定資産税は、土地・家屋・償却資産に区分されます。土地や家屋には登記制度があり課税対象を把握すること
ができますが、償却資産には登記制度がないため、所有者による毎年の申告が法律によって義務付けられています。
　事業で使う資産は、土地や家屋と同様に固定資産税の課税対象です。
　令和7年1月1日時点で、九重町内に償却資産を所有している人は、個人・法人に関わらず確定申告とは別に償却
資産申告書を提出してください。

　法人や個人が事業を営むために所有している構築物・機械・装置・器具などを償却資産といいます。

　前年度申告された方や、償却資産を所有している可能性がある方には１２月下旬ごろに申告書を送付させていただきます。
令和６年１月から令和６年１２月までの資産の増加や減少を記入し、提出してください。資産に変更がない場合や、事業
を廃止した場合も申告書の提出が必要です。償却資産を所有していて申告書が届かない場合は税務課までご連絡ください。
●初めて申告する方
　令和7年１月１日現在の資産所有状況（資産の種類、取得価額、取得時期、耐用年数など）について申告書を作
成のうえ、税務課まで提出してください。

　申告書提出方法は３種類あります。
①税務課窓口に持参して提出　　②郵送にて提出　　③eLTAXによる電子申告
※eLTAXの詳しいサービス・利用方法はeLTAXホームページをご覧ください。

※ただし、耐用年数１年未満の資産等の申告対象外の償却資産もあります。

償却資産とは

申告書類について

申告書提出方法について

●課税対象になる償却資産の例（業種別抜粋）

業  種 資　産　の　名　称

各種業種共通 パソコン、コピー機、エアコン、応接セット、看板、LAN 設備など

製造業 金属製品製造設備、食料品製造設備、旋盤、ボール盤、梱包機など

小売業 陳列棚、陳列ケース（冷凍機又は冷蔵機付のものも含む）など

飲食業 テーブル、椅子、厨房用具、冷凍冷蔵庫、カラオケ機器など

理容・美容業 理容・美容椅子、洗面設備、タオル蒸器、サインポールなど

ホテル・旅館業 客室設備（ベッド、家具等）厨房設備、家具調度品、駐車場設備、洗濯設備、露天風呂、
温泉用配管施設など

農業・林業 ビニー ルハウス、畜 舎（ 家 屋 の 課 税 対 象 外 のもの ）、動 力 伐 採 機、乾 燥 機、パワーショ
ベル、農業用ドローン、家畜用設備など

電気供給業 太陽光パネル、風車、地熱、バイオマス発電設備、架台（レール）など

建設業 ブルドーザー、フォークリフト等（軽自動車の課税対象外の車両）、大型特殊自動車など

※期限が近くなると混み合いますので、早めの提出にご協力ください。
申告書提出受付期間　令和７年１月６日（月）～１月３１日（金）
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令和７年度固定資産税について
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

すべてのこどもの幸せのために、知ってください「里親」のこと
●お問い合わせ　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

　固定資産税は、毎年1月1日現在の状況で課税されます。
　令和７年度の固定資産税は令和7年1月1日が基準となりますので、次の内容に該当する方は必ず税務課へ連絡・
届け出を行ってください。

　大分県の委託を受けてNPO法人c
チ ー ズ
hiedsが説明会を実施しています。

お問合せ先  NPO法人chieds　TEL ０９７-５８５-５４００　FAX０９７-５８５-５４０４
                要 事前申し込み。前日（土・日開催の場合 金曜日）の12:00まで!

　里親説明会とは、里親になりたい方だけでなく、里親って何？ 知りたいなあと思っている方にも
里親について詳しく説明をする会です。短い期間みていただける里親も必要としています。親御
さんが体調を壊した、2～3日みてほしいなど、いろいろな形の里親が今は必要とされています。
この機会にぜひ話を聞いてみませんか？

令和6年12月31日までに
①建物を新築・増築したとき
②建物を取り壊したとき
③未登記家屋を譲渡（売買・相続・贈与など）したとき

※①に該当する方で、すでに税務課の家屋評価を実施している場合は、連絡・届け出の必要はありません。
※②・③に該当する方で、すでに税務課に届け出を提出されている方は、連絡・届け出の必要はありません。
※②に該当する方で、令和６年１２月３１日までに法務局で滅失登記が完了している場合は、税務課への届け出は必要ありません。
※②に該当する方で税務課への届け出を行った場合でも、滅失登記は別途法務局で手続きが必要です。

市 町 村名 月　日 時　間 場　所

Zo o m 12月2 8日（ 土 ） １９：００～２０：００ Zo o m 配 信

大 分市  １月１７日（金） １０：３０～１２：００ 鶴 崎 市民 行政センター２階 貸 会 議 室２

大 分市  １月25日（ 土 ） １０：３０～１２：００ J:C O M　ホルトホール大 分　４０５会 議 室

Zo o m  １月2 9日（水） １１：００～１２：００ Zo o m 配 信

別 府 市  １月3 0日（木） １０：３０～１２：００ 別 府 市 役 所　4F －2 会 議 室

大 分市  ２月１1日（ 火 ） １０：３０～１２：００ 中央 児 童 相 談 所　３階　大 会 議 室

豊 後 大 野市  ２月１８日（ 火 ） １０：３０～１２：００ 豊 後 大 野市 役 所２階 第１会 議 室

Zo o m  ２月2 2日（ 土 ） １９：００～２０：００ Zo o m 配 信

別 府 市  ２月2 6日（水） １０：３０～１２：００ 別 府 市 役 所　4F －2 会 議 室

Zo o m  ３月2 6日（水） １１：００～１２：００ Zo o m 配 信

２次元コードから
ＬＩＮＥでの申し込み
も可能です
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日出生台演習場のシカ・イノシシの有害鳥獣捕獲活動の実施について
●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

　年末年始における演習休止期間を利用した日出生台演習場のシカ・イノシシの有害鳥獣捕獲活動の実施について
お知らせします。
期間：令和６年12月25日（水）から令和７年1月5日（日）まで
内容：日出生台演習場内で銃器を使用したシカ・イノシシの有害鳥獣捕獲活動を行います
　期間中は大変危険ですので、演習場内には立ち入らないようお願いします。

町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎０９７３－７６－３８１１　

●入居予定日：令和７年３月１日から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。
●入居後、住宅使用料・光熱水費と別に共益費が必要となります。
●その他、個別での確認事項がありましたら担当課までお問合せください。

募 集 期 間：令和 6 年 12 月16 日（月） ～ 令和 7 年 1 月15 日（水）  
申込書提出先：九重町役場 2 階　建設課窓口まで

町
営
住
宅

申
込
み
に
つ
い
て

住　     所：
募 集 戸 数：

そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料：

住　     所：
募 集 戸 数：
住宅使用料等：
駐車場使用料：

住　     所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料：

九重町大字右田３１５０番地
一般世帯向け３戸（３ＬＤＫ）2 階及び 3 階
高齢者向け1 戸（２ＤＫ）1 階
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月・台

九重町大字右田７８５番地の１
一般世帯向け２戸（３ＬＤＫ）2 階及び 3 階
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月・台

九重町大字松木５３５３番地の１
一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）3 階
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月・台

松岡台住宅

青山住宅

恵良住宅

▲九重町ＨＰ
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ココバス活用術
●お問い合わせ　まちづくり推進課 　☎０９７３－７６－３８０７

　１０月１日より運行を開始しました、予約型乗合バス『ココバス』の活用術をご案内します。
　今回は、ココバスからコミバス九重縦断線、路線バスに乗り継いで玖珠町まで行く方法です。

その１：ココバスを利用し、自宅から乗換場所まで行く。
その２：乗換場所でコミバス九重縦断線もしくは玖珠観光バスの路線バスに乗り継ぐ。
　◎コミバス九重縦断線での行先：豊後森駅～塚脇（トキハ前）
　◎玖珠観光バスでの行先：長野（A コープ、記念病院）～塚脇（トキハ前）
※ いずれのバスも先に乗ったバスの運転手から乗り継ぎチケットをもらうことで、後続のバスは無料で乗ることが

できます。

※１１月より新たな目的地を追加しています。
　【全地区対象】渓和ファミリークリニック、粟野バス停

ココバス
路線 飯田線乗り換え 南山田線乗り換え

運行路線 コミバス
九重縦断線 玖珠観光バス コミバス

九重縦断線 玖珠観光バス

乗換場所 飯田交流
センター 粟野バス停 九重町

役場 南山田交流センター

発車時刻

8 : 5 3 9 : 0 5 10 : 19 10 : 4 8 9 : 2 6 8 : 4 5 10 : 11 10 : 4 0

11: 2 9 11: 3 2 12 : 18 13 : 2 7 12 : 0 2 11: 2 4 12 : 10 13 : 0 7

12 : 4 2 14 : 18 15 : 2 0 16 : 11 13 : 15 14 : 10 15 : 12 16 : 0 3

15 : 4 9 16 : 3 7 16 : 2 2 16 : 2 9

ココバス
路線 東飯田線乗り換え 野上線乗り換え

運行路線 コミバス
九重縦断線 玖珠観光バス コミバス

九重縦断線 玖珠観光バス

乗換場所 恵良駅 粟野バス停 豊後
中村駅 粟野バス停

発車時刻

9 :3 4 9 : 0 5 10 : 19 10 : 4 8 9 : 17 9 : 0 5 10 : 19 10 : 4 8

12 : 10 11: 3 2 12 : 18 13 : 2 7 11: 5 3 11: 3 2 12 : 18 13 : 2 7

13 : 2 3 14 : 18 15 : 2 0 16 : 11 13 : 0 6 14 : 18 15 : 2 0 16 : 11

16 : 3 0 16 : 3 7 16 : 13 16:37

『脳の健康度チェック』のご案内
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　ご自宅のパソコンやタブレット、スマートフォンを使って気軽に脳の健康度をチェックしてみませんか？脳は私たちの活
動をコントロールしている司令塔です。日頃の体調管理と同じように脳の健康を意識する生活習慣が大切です。まずは、
脳の健康度を知ることから「脳の健康管理」を始めてみましょう。

■対 象 者： 九重町内在住で 40 歳以上の方
■定　　員： ５０名( 先着順 )
■費　　用 ： 無料 （※通信料は自己負担です。）
■申込締切 ： 令和 7 年 1月31日（金）までにお申し込みください。　
■申込方法 ： 電話または、下記ＵＲＬもしくは二次元コードよりお申し込みください。
　　　　　　《電 話》 九重町健康福祉課　７６－３８２１
　　　　　　《ＵＲＬ》 https://logoform.jp/f/KNarg          《二次元コード》

　『のうKNOW（ノウノウ）』（エーザイ株式会社）は、「記憶する」「考える」「判断する」などの脳の健康度をチェッ
クするツールです。
　パソコンやスマートフォン、タブレットを使い４つのチェックを行うことにより、あなたの「脳の健康度」を知ることが
できます。
　画面に表示されるトランプカードが自動的にめくられ、「はい」か「いいえ」で答えるだけで、集中力や記憶力の点
数から出される脳年齢を、簡単にチェックすることができます。
※本チェックは疾病の予防・診断を目的としたものではありません。

■内容：『のう ＫＮＯＷ（ノウノウ）』を使った脳の健康度チェック

～脳からはじめる健康管理～　　
●お問い合わせ　　　　　　　　　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

九重町地域包括支援センター　☎０９７３－７６－３８６３

『脳の健康度チェック』のご案内自宅で

■ 申し込みの受付完了後、２週間をめどに測定のご案内をご自宅へ郵送します。
届いた用紙の URL もしくはＱＲコードをお手持ちのスマートフォンやタブレット等
で読み込むとチェックが可能です。

　画面に表示された説明に従って測定します。

■ 測定後結果が表示されます。また、結果画面には、あなたの脳の健康を維持するために役立つ情報が掲載さ
れています。

※申し込み後２週間を経過してもご案内が届かない場合は、上記連絡先までお問い合わせください。

※ 自宅で実施することが難しい場合は、九重町社会福祉協議会や各地区公民館のものわすれ相談室等で実施
できますので、地域包括支援センター (７６-3863) にお問い合わせください。

※ 測定結果によっては、脳の健康に関してご連絡する場合があります。また、介護予防事業等のご案内を送付
させていただく場合があります。

※所要 時間 約15 分

「脳の健康度チェック」　実施方法
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　今回より2 回にわたって、高齢者虐待、成年後見制度についてお知らせします。まず第 1回目は「高齢者虐待」につ
いてです。

・ 高齢者が他の人から、生命、健康、生活を損なわれるような「不当な扱い（権利侵害）」を受けている状態
をいいます。

・ そのような扱いを受けている高齢者の権利を守るため、平成 18年 4月より施行されたのが「高齢者虐待防
止法」です。

・ 大分県及び各市町村で、令和４年度中に受け付けられた相談・通報件数から集計された結果と内容の特徴は
以下のようになっています。

高齢者虐待とは？

このような行為をすると虐待になります

高齢者虐待の現状（大分県：令和４年度集計）

シリーズ『権利擁護』　①高齢者虐待
●お問い合わせ　　　　　　　　　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

九重町地域包括支援センター　☎０９７３－７６－３８６３

1

2

3

〔相談・通報対応件数〕：303件　⇒　〔虐待と認定された件数〕：129件

★ 特 徴①：身体的虐待：74.1％　心理的虐待：43.7％　経済的虐待：8.9％　
★ 特 徴②：虐待をした人の約 87％が配偶者や子などの同居者でした。
★ 特 徴③：虐待を受けた高齢者の約 35％が要介護認定を受けていました。
★ 特 徴④：③のうち約 72％が何らかの認知症状を有していました。
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（１）申請受付期間
　　令和７年１月１５日（水）～令和７年２月２８日（金）

（２）受付方法
　【持参】受付時間は8:30 ～17:00（閉庁日を除く）
　【郵送】令和７年２月２８日（金）必着
　　　　※ 封 筒 に「 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査申請 書 在 中 」と朱 書きし、受 付 票 の 返 信用 封 筒

（宛名明記・切手貼付）を同封すること。

（３）受付場所〔郵送先〕
　　〒879-4895　大分県玖珠郡九重町大字後野上8 番地の1
　　九重町役場　総務課　契約検査・管財グループ（庁舎2 階）

提出書類・有効期限等、詳細については九重町のＨＰをご覧ください。

お問合せ先
九重町役場 総務課 契約検査・管財グループ
電話：0973-76-3800（内線207）　ＦＡＸ：0973-76-2247

猟師山と小松地獄の自然環境をテーマとした学習会を開催します
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課 　☎０９７３－７６－３１５０

　猟師山、小松地獄はそれぞれ九重町の代表的な自然環境が保全されている重要な地域として、生物多様性ここの
え戦略の中で「重要スポット」に指定されています。
　この機会にふるさとの自然環境について学んでみませんか？どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。

　「つなげよう　いのちとりどり　誇りの暮らし」を理念として、2017
年度に策定しました。暮らしが便利になり、人と自然との距離が遠ざかっ
てしまった現代において、次の世代にも人と人とのつながりや自然から
の恩恵をつなぐためにどう行動すればよいか、具体的な行動とヒントを
この戦略にまとめました。

生物多様性ここのえ戦略とは

講  　師：おおいた生物多様性保全センター　足
あ だ ち

立高
たかゆき

行氏
日　  時：令和７年１月 16 日（木）　１９：００～２０：００（予定）
場　  所：飯田ふれあい交流センター
内　  容：小松地獄の植物や生き物について／知られざる猟師山の魅力ほか
申し込み：商工観光・自然環境課まで連絡または二次元コードから申し込み
※ 事前申し込みがなくても参加できますが、参加人数把握のため、できる限り事前申し込み

にご協力ください。

令和７年度九重町競争入札参加資格審査申請の受付について
●お問い合わせ　総務課　☎０９７３－７６－３８００

　九重町が発注する令和７年度の建設工事及び令和７・８年度の建設コンサルタント等の入札参加資格審査申請の受
付を下記のとおり行います。なお、建設工事で令和６・７年度の入札参加資格の認定を受けている場合は、今回の申
請は不要です。

～～申請受付期間及び受付方法～～
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ヒートショックを防ぎましょう！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

歯周疾患検診は受けましたか？有効期限は令和７年３月３１日までです！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　ヒートショックとは、暖かい部屋から寒い部屋への移動など、温度の急な変化によって血圧が変動し、身体がダメー
ジを受けることをいいます。こうした変動は心臓や血管に負担がかかるため、心筋梗塞や脳卒中の発症につながる可
能性があります。特に冬場や入浴時は、ヒートショックが起こりやすいので注意と予防が必要です。

・浴室と脱衣所を暖房器具やシャワーで暖める
・お風呂の温度は４１℃以下
・かけ湯をしてから入る
・湯船につかるのは１０分程度
・午後２～４時に入浴する

・トイレを暖房器具で暖める（火災に注意）
・便座は暖房装置やカバーを使う
・ 夜に起きてトイレに行くときは、上着や靴下を身に着

ける

・入浴前後など水分をこまめにとる
・食後すぐや飲酒後の入浴は避ける
・入浴するときは家族に一声かける
・血圧の管理をする

ヒートショックを防ぐポイント

　対象の方には受診券が郵送されています。お手元にない方は、再発行ができますので、お問い合わせください。なお、
受診される際は、事前予約にご協力お願いします。

～セルフケア～
最も大切なのは歯みがきです。
歯と歯の間の汚れは、フロスや歯間ブラシでさらにきれいに取り除きましょう。

～定期健診～
症状が進行してからでは治療に時間も費用もかかります。かかりつけ歯科医
を持ち、定期的に（半年～1年に1回程度）歯科医院を受診しましょう。
●むし歯や歯周病をチェック
●歯垢や歯石を取り除き、清潔な状態に

検診場所 内容 対象者

玖珠郡内の歯科医療機関 歯周病を早期発見・早期治療するため
の歯科健康診査 年度末年齢40 歳・50 歳・60 歳・70 歳

トイレ浴室・脱衣所

生活習慣等

歯周病の予防には・・・セルフケア+ 定期健診の継続が大事

忘れないうちにさっそく予約をしましょう

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号 1616



　発達障がいは、脳機能の発達が関係する障がいです。
　発達障がいがある人は、コミュニケーションや対人関係をつくるのが苦手です。また、その行動や態度は「自分勝手」
とか「変わった人」「困った人」と誤解され、敬遠されることも少なくありません。その原因が親のしつけや教育の問
題ではなく、脳機能の障がいによるものだと周囲の人が理解すれば、接しかたも変わってくるのではないでしょうか。
　大人になってから仕事でのつまずきや、周囲とのずれや摩擦などで生きづらさを感じ、自分が発達障がいであること
に気づく場合も少なくありません。それぞれの苦手な点、得意な点を理解することが、本人や周囲の働きやすさにつ
ながります。

※ 発達障がいのある人を理解するために、主な発達障がいの特徴を紹介します。
　 なお、発達障がいは、複数の障がいが重なって現われることもありますし、障がいの程度や年齢（発達段階）、生

活環境などによっても症状は違ってきます。発達障がいは多様であることをご理解ください。

※ 発達障がいに関する適切な相談・支援方法を理解し、支援に携わった実績を持つスーパーバイザーが、保
育所や事業所等を訪問し、幅広い視点からアドバイスします。また、発達障がい児の子育ての悩みや不安
に寄り添い、保護者を支援するペアレントメンターも派遣します。

【問い合わせ先】　大分県発達障がい者支援センター ECOAL（イコール）　TEL:097-578-6952

大分県では発達障がい者支援専門員（スーパーバイザー）等の派遣を行っています（無料）

シリーズ
『障がい福祉』

107

「発達障がい」って何だろう？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号1717



　　

ふるさとの
 文化財探訪

第127回

　いじめを見逃さないために私たちにできることは何か。

　こちらは、10月に開催された大分県いじめ問題子どもサミット
の決議です。
　大分県いじめ問題子どもサミットは、県内の小中学生が主体と
なり、いじめ問題について考え、解決策を模索する場です。サミッ
トでは、各学校が取り組んでいるいじめ防止活動の発表や意見

人権

No.339

交流、協議が行われます。今年度は、日田・玖珠地区を代表
して南山田小学校の児童とここのえ緑陽中学校の生徒が参加
しました。
　南山田小学校は、６年生が中心となって行った「全校アンケー
ト」、「学級本音の話し合いタイム」、自分を大切にする活動の「ほ
めほめの花活動」、相手の良いところを見つけ合う「ありがと
うの花活動」での仲間づくりの取組などを発表しました。また、
ここのえ緑陽中学校は、「だれ一人取り残さない学校をめざして」
というテーマで、＊ピアサポート活動についての報告を行いました。
中学校では、学校独自のピアサポーター養成講座を開き、サポー
ターに認定された生徒を中心に、相談しやすい雰囲気づくりを
行うことで、いじめの未然防止に取り組んでいます。サミットで
は、各地区代表校の取組を交流した後、グループに分かれて「い
じめを見逃さないために私たちにできることは何か」というテー
マで協議し、上記の内容が決議されました。
　さて、県内の小中学生による決議の内容を、「学校」から「私
たちが暮らす地域や職場」に置き換えて考えてみると、大切
なものがたくさん見えてきます。「寄り添う」、「相手のことを
尊重する」、「自分１人で悩まない」、「いろいろな人とコミュニケー
ションをとる」、「変化に気づく」・・・。大切だとはわかって
いても、日常的に意識して取り組めていないものもあるのでは
ないでしょうか。地域や職場における人と人とのつながりが求
められる今こそ、誰もが安心して、自分らしく暮らすことができ
る地域コミュニティ・職場づくりに向けて、みなさんもできるこ
とから取り組んでみませんか。　　　　　　　　（教育振興課）
＊ ピアサポート・・・同じような立場の人によるサポート。対等性を持つ人同士（ピア）

の支え合い。学校や職場で、生徒同士・同僚同士、あるいは先輩と後輩との関係性
の中で、お互いの経験を伝えあったり、分かち合ったりすることもピアサポートのひとつです。
緑陽中では約1割の生徒がピアサポーターとして活動しています。

大分県いじめ問題子どもサミット
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抱
い
て
可

愛
が
る
。酒
席
に
も
入
っ
て
く
る
。天
之
売
素
女
命(

あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と)

な
ど
は
媚
び
を
売
っ
た
り
し

て
、
人
々
と
和
む
。
神
は
近
い
の
だ
。
そ
し
て
皆
さ

ん
と
仲
良
し
だ
。「
姫
島
神
楽
」
の
舞
台
は
高
く
、神
々

が
下
り
て
き
た
の
を
見
た
こ
と
が
無
い
。
舞
台
の
外

は
海
な
の
だ
。
あ
れ
は
大
き
な
船
だ
、
降
り
ら
れ
な

い
は
ず
だ
。「
姫
島
神
楽
」
の
舞
台
は
船
な
の
だ
。

　
「
姫
島
神
楽
」
の
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
鳥
居
の
外

ま
で
出
か
け
て
行
き
、
出
雲
系
の
荒
ぶ
る
オ
ロ
チ
と

同
じ
く
荒
ぶ
る
神
の
決
戦
が
始
ま
る
が
、(

こ
の
戦
い

が
少
年
の
日
の
私
に
は
頗
る
大
好
き
な
も
の
で
あ
っ

た)

ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
が
、
何
故
、
鳥

居
の
外
に
出
か
け
て
行
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
あ
れ
は
海
を
渡
っ
て
行
き
、
あ
る
地
で
、
何
の
保

護
も
な
く
、
何
の
勝
利
の
保
証
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る

ス
サ
ノ
オ
が
、
高
天
ヶ
原
の
外
で
強
大
な
敵
と
闘
う

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
。
…
そ
う
言
え
ば
ス
サ

ノ
オ
ら
し
き
神
は
い
つ
も
危
う
く
、
危
機
一
髪
で
あ
っ

た
。
あ
る
秋
祭
り
の
際
は
、
負
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
真
剣
心
配
し
た
ほ
ど
で
、
実
に
楽
し
か
っ
た
。

　

今
も
「
玖
珠
神
楽
」
に
は
、
平
日
で
あ
っ
て
も
沢

山
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
て
舞
い
に
見
入
っ
て
い
る
。

「
姫
島
神
楽
」
は
も
う
何
十
年
も
見
て
い
な
い
。
あ
の

ス
サ
ノ
オ
ら
し
き
神
は
今
も
苦
戦
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
…
。

・ 1 人1 人に寄り添って尊重する
・自分で抱え込まず、他の人にも頼る
・自分のことだけでなく、相手のことも考えて行動する
・ 他学年などいろいろな人とコミュニケーションをとり、相手の

変化に気づく
・周りを見て小さな変化に気づく
・相手の気持ちを表面でくみ取らず、内面をよく見る
・ いじめを見たら見ぬふりをせず、誰かに相談し、自分の周りか

らいじめを広げない
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新刊・新着図書案内　～今年もご利用ありがとうございました。↑年末年始の休館日↑お間違えなく(^▽^)/～　

　ほんの森12月号　平日 午前10時～午後６時　土・日 午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

●    児童図書・コミック
　マンガでわかるスマホ脳の恐怖　川島隆太
　10歳までに身につけたい子どもが一生困らない片付け・そうじのコツ　山口由紀子
　10歳までに身につけたい子どもに一生役立つ台所と料理のこと　坂本佳奈
　がったい！　トム・ブラウン
　パンどろぼうとりんごかめん　柴田ケイコ
　くものなまえ　荒木健太郎
　きょうりゅううんどうかい　たしろちさと
　しゃこうっち。　田川ミ
　うちの猫がまた変なことしてる。⑧　卵山玉子
● 一般図書
　コンビニであった泣ける話（文庫）　朝来みゆか
　電車であった泣ける話（文庫）　浅海ユウ
　満月珈琲店の星詠み①～⑤（文庫）　望月麻衣　
　てきぱき（文庫）梶よう子
　猛毒のプリズン（天久鷹央の事件カルテシリーズ）17巻　知念実希人
　古道具おもかげ屋（文庫）　田牧大和
　汚れた手をそこで拭かない（文庫）芦沢央
　夜が暗いとはかぎらない　寺地はるな
　愛しさに気づかぬうちに　川口俊和
　喫茶店おじさん　原田ひ香
　あっという間に人は死ぬから　佐藤舞
　なぜヒトは心を病むようになったのか？　小松正

　100歳の壁　和田秀樹
　アルプス席の母　早見和真
　あなたの「眠っていた力」が目を覚ます生き方　野口嘉則
　愛するということ　エーリッヒ・フロム
　武将、城を建てる　河合敦
　にっぽん全国たのしい船旅2024－2025　
　香港マカオ おとな旅プレミアム
　ベトナム おとな旅プレミアム
　ＳＢＩ証券でお得にはじめる！新ＮＩＳＡ　
　ニッポン社会のほんとの正体　堀江貴文
　遺言　森永卓郎
　田舎の空き家活用読本　農文協・編
　もう絶対に挫折しない！大人のための今度こそスルスルわかる数学　中島拓哉
　名医が教える緑内障の進行を食い止める最新ワザ　平松類
　全身が若返る！不調が消える！最強手もみ　
　さよなら、産後うつ　村上寛
　化粧劇場　イガリシノブ
　大人のおしゃれ手帖
　ぽかぽかさわやかしょうがづくし　農文協・編
　ＪＡ全農が炊いた！「日本一うまいお米の食べ方」大全　ＪＡ全農米穀部
　演奏会イベントで弾きたいシーズンソング全集 ピアノ・ソロ
　スヌーピー折り紙　いしばしなおこ

その他　多数

　作家が世を去っても、作品は生き続けます。図書館こそが、そういった作品を残していく場所（役目）だと感じます。
昔の名作も現代の人気本も、たくさんつまった図書館…来年（2025 年）も多くの方に利用していただけると嬉しいです。
皆さんのご来館を心よりお待ちしています。

●  10 月は有名絵本作家ふたりが相次いでこの世を去りました。ひとりは中川李枝子（なかが
わ・りえこ）さん。60 年前に発表した『ぐりとぐら』は時代をこえて今なお愛され続ける絵
本です。図書館には、ぐりとぐら生誕 50 周年記念に折り紙でつくった「100 匹のぐりとぐら」
が展示されています。どうぞこの機会に絵本と合わせて見てみてください。

● そして、もうひとりが、『ねないこだれだ』『おばけのてんぷら』など数々の絵本を手掛けた、
せなけいこさんです。いまもなお読み継がれるせなさんの絵本の魅力…この機会にぜひ再
読してください。図書館に多数所蔵しています。

　11月、詩人の谷川俊太郎（たにかわ・しゅんたろう）さんが老衰のため92歳で亡くなりました。1952年、
詩集『二十億光年の孤独』でデビューして以来、半世紀以上にわたり数多くの作品を発表し続けました。

『生きる』や『朝のリレー』など国語の教科書に掲載された詩も多く、時代を超えて多くの人に読み継
がれてきました。また、スヌーピーの漫画『ピーナッツ』や、絵本『スイミー』など海外の名作を翻訳し
ていることでも知られています。谷川さんのテンポのよい表現やことばあそび、鋭い感性はたくさんの人
に喜びや感動を与えてきました。図書館に特設コーナーを作っています。偉大な詩人の冥福を祈りなが
ら、ぜひこの機会にじっくりと味わい、詩の、そしてことばの力を感じていただければと思います。

2024 年に世を去った作家たち ～それでも作品は生き続ける～

　1２月のおはなし会のボランティアグループは「チームそ
らまめくん」の皆さんでした。（12 月 14 日）
1 月の担当は「スター」の皆さんです。（1 月 11 日予定）
　11 月は 2カ月の赤ちゃんが参加してくれました。しっか
り声を聴いていましたよ。赤ちゃんから大人まで楽しい時間
を過ごしましょう！お待ちしています。

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

お知らせ

▲11月の担当は『ぷちトマト』
さんでした

▲ 11 月に読んだ絵本

年末年始の休館日について
●12月28日㈯～1月4日㈯まで休館とします。（1月5日㈰から開館）

閉館中は返却BOXをご利用ください。※DVDは返却BOXに入れないでください。

図書館からの
お年玉その①
1月５日～

【雑誌の付録をプレゼント】
2025年の「カレンダー」「スケジュール帳」「家計簿」
など。数に限りがありますのでお早めに！

図書館からの
お年玉その②
1月５日～

【ビタミンたっぷり“キウイ”をプレゼント】
今年も本を借りた方へもれなくお一人１個差し上げます。
こちらも数に限りがありますので無くなり次第終了です。
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　九重町の未来を担う子どもたちに、私たちの“ ふるさと”九重町の豊かな自然を思いきり体験してもらいたい！ ふるさと
をもっと好きになってもらいたい！ と活動しています。今年もたくさんの子どもたちの笑顔に出会うことが出来ました。

＊ 本活動は九重町教育委員会、九重ふるさと自然学校の共催で実施している人材育成事業です。町内の小学生を対象
に、筑後川を題材として自然や人のくらしに思いを馳せられる人材を育成することを目的にしています。

　R6 年度も多くの皆様に協力頂きながら活動することが出来ました。この場を借りてお礼申し上げます。
　R6 年度のふるさと探検クラブは、大分県「おおいたこども探険団推進事業委託業務」として実施しました。

令和６年度「ふるさと探検クラブ」活動報告

第 4 回タデ原湿原 指山湧水ハイキング～ 9/28

源流の碑の前で。筑後川の最初の
1 滴を探しにいこう！

三隈川の島内堰で川の管理につ
いて学びました

大人も子どもも一所懸命

沢すべりたのし～！

湧水に到着！水温は？

鯛生金山へいざ探検！

当日捕獲はならず…。でも名人が事前に捕まえた
アカザを観察することができました。

一枚岩の川底はとても歩きやすくて快適！

湿原を潤す沢を渡るよ

下筌ダムでどきどきカヌー体験！

これがアカザだ！

春の野焼きのための防火帯を辿
ってハイク

上津江の清流で釣り体験

捕まえた生きものをスケッチ

ふる探恒例の生きものしらべ

第3 回～平家山の川の生きものしらべと沢歩き～ 8/19

第2 回～源流探検キャンプ in 奥日田～ 7/24 ～ 25

第１回～幻の魚アカザ再発見プロジェクト in 松木川～ 6/16

活動ス
ナップ

集
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●　暮らしの情報

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·
面
接
相
談
】

■
と
　
き

　

       

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
１
月
14
日
㈫

　

            

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■ 

と
　
き　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■  

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
老
後
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
や
財
産
分
与
、
尊
厳
死
宣

言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認

証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題
に

関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き
　
１
月
９
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
4
会
議
室

■  

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃

金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き　

　
令
和
７
年
２
月
１
日
㈯
～
２
月
７
日
㈮

　
【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
相
談
方
法

　【
電
話
相
談
】

　
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 【
来
所
相
談
】

　
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

　
※ 

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
７
年
度
訓
練
生
募
集（一般
前
期
）

■
募
集
期
間

　

 

令
和
７
年
１
月
16
日
㈭
ま
で

■
試
験
日　

　
令
和
７
年
１
月
19
日
㈰

■
合
格
発
表　

　

 

令
和
７
年
１
月
22
日
㈬

■
募
集
内
容

　

 

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
20
名

　
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
20
名

■
入
校
日

　
令
和
７
年
４
月
８
日
㈫

■
訓
練
期
間　

　

 

１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料

　

 

無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が

必
要
）

■
申
込
方
法

　

 

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
日
田
市
朝
日
ヶ
丘
５
７
６
‐
10

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

大
分
県
立
盲
学
校
令
和
７
年
度

高
等
部
入
学
者一次
募
集
の
お
知
ら
せ

■
対
象
・
募
集
学
科

　
・ 

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
（
両
眼
の
矯

正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
方
）

　
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
① 

本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　
　

 

大
学
進
学
・
専
攻
科
進
学
・
就
職
等

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
単一障
が
い
学
級

　
　
重
複
障
が
い
学
級

　
②
専
攻
科
：
高
校
卒
業
以
上
の
方

　
　

 

保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
国
家
資
格
取
得
を
め
ざ
す
学

科
）
理
療
科
（
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・

き
ゅ
う
師
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す

学
科
）

■
出
願
書
類
の
配
布　

　

 

令
和
６
年
12
月
２
日
㈪
か
ら
盲
学
校
で
配

布
し
ま
す
。

■
出
願
受
付
期
間　

　

 

令
和
７
年
２
月
14
日
㈮
～
２
月
20
日
㈭

※ 

土
日
祝
日
は
除
く
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
面
接
・
適
正
検
査

　

 

令
和
７
年
３
月
４
日
㈫

■
学
力
検
査

　
令
和
７
年
３
月
11
日
㈫

■
合
格
発
表　

　

 

令
和
７
年
３
月
13
日
㈭

■
そ
の
他

　

 

詳
細
につい
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
盲
学
校

　
〒
８
７
０
‐
０
０
２
６

　
大
分
市
金
池
町
３
丁
目
１
番
75
号

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
６
）

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
　
き

　
令
和
７
年
３
月
2
日
㈰　
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ

　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

試
験
・
講
習
会
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暮らしの情報　●

お
知
ら
せ

医
師
及
び
歯
科
医
師
並
び
に

薬
剤
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
へ

　

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
で
あ
る
方
は
、
令
和
６
年

12
月
31
日
現
在
の
業
務
従
事
状
況
等
を
、

厚
生
労
働
大
臣
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
等
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、

従
事
先
に
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
機
関
に
従
事
し
て
い
な
い
方

は
、
届
出
票
（
紙
媒
体
）
で
の
み
の
提
出

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

　
※ 

医
療
機
関
へ
の
受
持
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
届
出
票
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
限

　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬

■
そ
の
他

　 

２
ヶ
所
以
上
で
従
事
し
て
い
る
場
合
、

主
な
従
事
先
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
重

複
提
出
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　 
大
分
県
西
部
保
健
所　
健
康
安
全
企
画

課　
総
務
班

　
〒
８
７
７
‐
０
０
２
５

　
日
田
市
田
島
２
‐
２
‐
５

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

 
受
講
料
無
料
！
３
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

 

電
気
シ
ス
テ
ム
科

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間　

　
12
月
23
日
㈪
～
令
和
７
年
１
月
29
日
㈬

■
訓
練
期
間

　
令
和
７
年
３
月
４
日
㈫
～
８
月
28
日
㈭

■
そ
の
他

　

 

令
和
７
年
１
月
14
日
㈫
、
１
月
28
日
㈫

に
説
明
会
実
施

　

 

令
和
７
年
１
月
７
日
㈫
、
１
月
21
日
㈫

に
見
学
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
受
講
者
係
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

一般
入
学
試
験（
前
期
募
集
）

　
一般
前
期
入
学
試
験
の
出
願
受
付
を
開
始

い
た
し
ま
す
。
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
学
生
募
集
要
項
」を
確
認
し
た
う
え
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き　

　
和
７
年
２
月
12
日
㈬

■
募
集
期
間

　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
～
２
月
５
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

　 

大
分
県
立

 　
工
科
短
期
大
学
校

　
（
☎
０
９
７
９
‐

　
２
３
‐
５
５
０
０
）

　
乙
種
第
４
類
の
み

■
願
書
配
布

　
 

令
和
６
年
12
月
11
日
㈬
よ
り
県
内
各
地

地
域
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
支
部
等
で
配
布

■
願
書
受
付
期
間　

　

 
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
～
１
月
16
日
㈭

予
定

■
願
書
の
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

　
〒
８
７
０
‐
０
０
３
４

　

 

大
分
市
都
町
１
‐
２
‐
19
大
分
市
都
町

第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
障
害
者
就
職
面
接
会
の
開
催
】

　
障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
障
害

者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き　

　
令
和
７
年
２
月
21
日
㈮

　
第
一
部　

午
前
10
時
～
正
午

　
第
二
部　

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

■
と
こ
ろ

　 

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）
３
階
国
際
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

 

希
望
さ
れ
る
方
は
、管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
８
６
０
９
）
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　

寒
鰤
は
冬
の
季
語
。 

成
長
す
る
に
つ
れ
名
を

変
え
る
の
で
「
出
世
魚
」
と
も
。
鰤
を
捌
い
て

い
る
妻
の
後
姿
を
見
な
が
ら
、
改
め
て
、
感
謝

の
気
持
ち
が
広
が
っ
て
き
ま
す
。
下
五
が
そ
れ

を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

穏
や
か
な
年
の
瀬
で
す
。

寒
鰤
を
捌
く
妻
の
手
た
く
ま
し
や

重　

吉

師
走
の
月
は
、
も
ち
ろ
ん
多
忙
で
す
が
精
神
的
に
も
追
い
か
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
読
み
か
け
の
本
も
そ
の
ま

ま
。
誰
も
が
納
得
の
共
感
句
で
す
。

溜
ま
り
ゆ
く
読
み
か
け
の
書
十
二
月

小
田　

純
子

夜
行
バ
ス
に
飛
び
乗
る
友
は
ふ
る
さ
と
へ
の
里
帰
り
で
し
ょ
う

か
。
中
七
で
そ
の
喜
び
も
伝
わ
り
ま
す
。
下
五
も
一
年
の
早
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

夜
行
バ
ス
飛
び
乗
る
友
や
早
や
師
走

春  　

 

蘭
渓

中
七
の
フ
レ
ー
ズ
で
「
梵
鐘
」
の
こ
と
と
誰
も
が
気
づ
き
ま
す
。

多
く
を
語
ら
ず
除
夜
の
鐘
の
音
を
想
像
さ
せ
、
一
年
の
終
り
を

告
げ
る
句
に
な
り
ま
し
た
。

撞
き
鳴
ら
す
撞し
ゅ
も
く木
の
音
や
去
年
今
年

泉 
 

　

渓

寒
か ん

 鰤
ぶ り

（
句
評
）
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
が
、
地
球
上
で
は
ま
だ
殺
し
合
い
が
続
い

て
い
ま
す
。
日
本
は
相
次
ぐ
災
害
の
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
戦
争
の
な
い

平
和
が
続
い
て
い
ま
す
。
来
る
年
の
平
和
も
皆
さ
ん
と
祈
念
し
な
が
ら
年
の
瀬
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
の
瀬
に
相
応
し
い
佳
い
句
が
集
合
で
す
。
来
年
も
読

者
俳
句
へ
の
ご
愛
読
伏
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
選
者
拝
）

（
編
集
後
記
） 

新
年
号
の
ご
投
稿
は
、
年
末
年
始
の
お
休
み
が
長
い

の
で
、十
二
月
二
十
四
日（
必
着
）で
お
願
い
し
ま
す
。来
年
も
ま
た
、

読
者
俳
句
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

落
葉
掃
く
箒
の
癖
の
あ
る
ま
ま
に   　

 

良　

子

枯
木
立
端
折
り
青
を
確
か
む
る　

 　
　

 

香　

澄

障
子
穴
覗
き
し
子
等
も
父
と
な
り　
　
　

 

き
く
み

着
ぶ
く
れ
て
勝
手
口
か
ら
杖
が
出
る     

直   

人

人
の
世
は
な
い
も
の
ね
だ
り
日
記
果
つ　

 

律　

子

こ
ま
ね
ず
み
み
た
い
な
我
の
冬
支
度  

左
世
美 

末
枯
れ
や
漢
字
辞
典
の
大
活
字　

 　

  

末   

子

渡
り
鳥
家
族
揃
っ
て
里
帰
り　
　
　

  　

 

玲   

子

木
枯
ら
し
や
僧
の
衣
の
ひ
る
が
え
り　
　

 

則   

子

何
ご
と
も
無
き
が
如
く
に
神
の
留
守     
八
千
子

山
紅
葉
寄
り
道
多
し
八
十
路
坂 　
　
　

 
ヤ
ス
コ

い
ら
ぬ
音
拾
う
補
聴
器
冬
初
め        

好　

美

小
春
風
「
秋
桜
」
の
歌
聴
い
て
い
る　

  

豊　

國

オ
レ
ン
ジ
の
絨
毯
と
な
り
金
木
犀　

   

次　

江

凍
る
日
や
耕
す
鍬
の
冬
至
袖　
　
　
　

 

恵　

子

花
野
径
気
遣
い
な
が
ら
老
い
二
人　
　

 

文　

子

独
り
居
の
シ
ネ
マ
愉
し
や
小
夜
時
雨　

 

ト
シ
子

山
装
う
七
日
遅
れ
の
長
者
原　
　

  　

 

桐　

友

廃
屋
の
桶
に
自
然
薯
登
り
け
り　
　
　

 

干   

城

薄
紅
葉
吾
子
ら
の
鼓
動
ダ
ン
ス
前　
　

 

清　

子

炬
燵
入
り
皆
ほ
っ
こ
り
と
月
の
夜     

ス
エ
ノ

澄
み
い
て
も
な
ぜ
か
重
た
き
冬
の
空　

 

チ
ズ
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
二
席

　
二
十
二
席

記

歳

時

大　
　

賞

準 

大 

賞

準 

大 

賞

入

賞

入

賞  

入

賞

小
中
学
生
の
部

万
緑
に
染
ま
る
羊
に
染
ま
り
け
り

羊
ら
が
も
ぐ
も
ぐ
秋
の
雲
を
食
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
ご
く
り
と
入
道
雲
の
味

ど
の
子
に
も
く
じ
ゅ
う
の
風
や
羊
雲

馬
の
背
の
揺
れ
の
二
拍
子
草
い
き
れ    

ヒ
ゴ
タ
イ
や
穴
井
太
の
原
郷
林

ど
ん
ぐ
り
が
落
ち
た
拾
っ
た
ま
た
落
ち
た

第
三
回
や
ま
な
み
俳
句
大
賞
決
定

第
三
回
の
や
ま
な
み
俳
句
大
賞
が
決
ま
り
、

十
月
二
十
六
日
に
く
じ
ゅ
う
や
ま
な
み
牧
場
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

〇 

今
回
も
た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
夏
と
秋
二
回
に
分
け
入
選
者
を
決
め
、
そ
の
中
か
ら
大
賞
を
選
び
ま

し
た
。
次
回
も
た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
ま
す
。（
や
ま
な
み
牧
場
）

甲
斐
加
代
子
（
九
重
町
）

赤
峰　

友
子
（
大
分
市
）

後
藤　

洋
子
（
豊
後
大
野
市

）

豊
國　

隆
信
（
玖
珠
町
）

高
倉　

直
人
（
九
重
町
）   

幸
谷　

恵
子
（
九
重
町
）

保
坂　

千
咲
（
吉
井
町
）
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● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
12 月 22 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135 12 月 29 日 樋口歯科クリニック 日田市 0973-22-8881

29 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 30 日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
30 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466 31 日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228
31 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030 1 月 １日 荒 木 歯 科 医 院 日田市 0973-52-2022

１月 １日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143 ２日 相 良 歯 科 医 院 塚 脇 0973-72-0214
２日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127 ３日 おの歯科クリニック 日田市 0973-22-6118
３日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100 12 日 ア ペ ッ ク ス 歯 科 日田市 0973-22-0075
5 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811 13 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

12 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711
13 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101
19 日 友成（塚脇）医院 塚 脇 0973-72-0330
26 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

12
月

号
令

和
6年

12月
17日

発
行（

通
巻

823号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

12
月
・
1
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
11 月1 日～ 11月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,327 人 （ - 2 1 ）
男 3,980 人 （ - 1 0 ）
女 4,347 人 （ - 1 1 ）

世帯 3,857 （ - 1 3 ）
（　）は前月からの増減

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

赤
あかみね

峰　 幸
さ ち お

雄 ８９ 湯 坪 下
衛
え と う

藤　 利
と し か ず

和 ９０ 陣の内下
加
か と う

藤　 久
ひさつぎ

詞 ７７ 亀 鶴 苑
川
か わ の

野　 松
ま つ こ

子 ７２ 田 尻
佐
さ と う

藤 美
み き お

喜 雄 ９０ 後 野 上
菅
すが

　 一
か ず し げ

成 ８６ 湯 坪 下
田
た な か

中　 冬
ふ ゆ こ

子 ９３ 菅原本村
森
もり

　 欲
もとむ

８５ 奥 郷 110 交通安全 2024.11月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 27 27
野 上 5 3 54 57
飯 田 2 2 128 130
南山田 6 4 72 76

計 13 9 281 290

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

香
こ う し た

下　 斗
と き

喜 男 拓
た く や

也 横 尾
髙
たかくら

倉　 蓮
れ ん と

虎 男 智
と も ひ ろ

宏 中村中一
時
ときまつ

松　 日
ひ だ か

崇 男 孝
こ う す け

如 中 村 上

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　一気に冬らしい気候になってきました。朝
の出勤時に車のガラスの凍り付きを見て寒
さを実感します。
　今号が発行される頃は１２月中旬、年末で
すね。広報担当になって約９カ月が過ぎまし
た。これまでご意見・ご指導いただいた皆
様、また取材先で助けていただいた皆様、
ありがとうございました。来年も皆様に手に
とって読んでいただけるような紙面を目指し
てまいります。よろしくお願いします。 　　　　　　　　　　　 
                                                 T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

● 当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

12月生まれ

小
お だ

田 闘
と う ま

真 さん

（保護者：小
お だ

田拓
た く み

己）
2歳 井

いのうえ
上 律

り つ き
希 さん

（保護者：井
いのうえ

上広
ひろのり

範）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

1月がお誕生日のお子さん
１２月２３日（月）

2月がお誕生日のお子さん
１月２３日（木）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

広報ここのえ　2024.12月号広報ここのえ　2024.12月号 2424


